
平成24年度行政評価　施策評価一覧表
第１章　自律・協働

名称 目標値　 実績値 達成度
１
次

２
次

３
次

1 人権尊重の社会づくり
 町別懇談会の
参加者数（人） 1,100 749 68.09% 7 2 2

(48.9)
3 Ｂ Ｂ Ｃ

人権文化セン
ターの利用者数
（人）

87,270 82,594 94.64%

人権文化セン
ターの利用者満
足度

63.0 61.33 97.34%

2 人権擁護の充実
人権擁護委員
の人数（人） 8 8 100.00% 8 4 2

(45.0)
2 Ｂ Ｂ Ｂ

人権擁護委員
の相談件数
（件）

55.0 68.0 123.63%

3 男女共同参画社会に向け
た意識変革の推進

いずみさの女性
センターの利用
者（人）

3,400 2,885 84.85% 6 1 2
(53.7)

3 Ｂ Ｃ Ｃ
男女共同参画
啓発講座等の
男性参加率
（％）

35.0 21.2 60.57%

4 男女共同参画実現に向け
た社会づくり

政策及び方針
決定の場への
女性の参画率
（％）

30.0 36.9 123.00% 9 4 2
(52.9)

3 Ａ Ａ Ｂ

女性に関する人
権課題について
の支援件数
（件）

160 328 205.00%

5 恒久平和精神の環境づく
り

「平和を考える
つどい」への参
加者数（人）

250 108 43.20% 7 1 3
(59.1)

3 Ｂ Ｃ Ｄ
平和に関する視
聴覚教材の年
間貸出数（回）

165 49 29.69%

No.
担当課
評価点

成果レ
ベル

市民満
足度

施策を
取り巻
く状況

総合評価指標名(Ｈ23)
施策名 2次評価所見 3次評価所見

事業内容の抜本的な見直しが必要で
ある。

引き続き目標値の達成に努めること。
男女共同参画実現に向けた社会づく
りの施策との統合について検討する
こと。

引き続き目標値の達成に努めること。
男女共同参画実現に向けた社会づく
りの施策との統合について検討する
こと。

町別懇談会については、開催方法の
工夫などにより参加者数の増に努め
ること。
市民交流センターについては、利用
者数の目標値達成に努めること。

人権擁護委員の活動等の周知を図る
こと。

男女共同参画社会に向けた意識変革
の推進の施策との統合について検討
すること。

事業内容の見直し。

Ｈ２４年度から北部南部市民交流セン
ターに統合し効率的な運用に努める
こと。

人権擁護委員の活動等の周知を図る
こと。

男女共同参画社会に向けた意識変革
の推進の施策との統合について検討
すること。

資料１－２ 
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平成24年度行政評価　施策評価一覧表
第１章　自律・協働

名称 目標値　 実績値 達成度
１
次

２
次

３
次

No.
担当課
評価点

成果レ
ベル

市民満
足度

施策を
取り巻
く状況

総合評価指標名(Ｈ23)
施策名 2次評価所見 3次評価所見

国際交流イベン
ト年間開催数
（回数）

10 10 100.00% 9 4 2
(45.6)

3 Ａ Ａ Ｂ
日本語教室授
業実施の年間
回数（回）

1,500 1,651 110.06%

国際交流イベン
ト年間参加者数
（人）

1,000 1,607 160.70%

7 豊かで活力ある地域の情
報化

ホームページの
閲覧件数（件
数）

450,000 413,026 91.78% 7 3 2
(45.2)

2 Ｂ Ｂ Ｂ
ホームページのリニューアルにより市
民にわかりやすい情報提供に努める
こと。

ホームページの閲覧件数について
は、目標値の達成に向け、更なる工
夫に努めること。

情報公開率
（％） 100 94 94.00%

8 コミュニティ活動の支援

町会等への加
入率（％） 71.0 64.9 91.40% 7 3 3

(57.1)
1 Ｂ Ｂ Ｃ

町会加入率の向上に努めること。 町会加入率を高める更なる工夫が必
要である。

パブリックコメン
ト年間実施件数
（件数）

6 13 216.66% 9 4 　2
(45.2)

3 Ａ Ｂ Ｂ
新たな目標値の達成に努めること。
パブリックコメント年間実施件数の指
標については見直しが必要である。

新たな目標値の達成に努めること。
パブリックコメント年間実施件数の指
標については見直しが必要である。

市政モニター参
加者数（人） 34 34 100.00%

9 市民参加・参画の推進

6 国際化の推進 市民満足度の向上に努めること。
国際交流イベントについては、周知の
手法など工夫が必要である。

地域活性化総合特区の指定により、
一層の国際化の推進を図るとともに、
国際化を担う人材の育成に努めるこ
と。
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平成２４年度行政評価　施策評価一覧表
第２章　教育・文化

名称 目標値 実績値 達成度
１
次

２
次

３
次

1 幼児教育の充実
地域の自然、人
材及び行事等を
活用した取組回
数(回数／年）

4 5 125.00% 7 4 1
(43.5)

2 Ｂ Ｂ Ｃ

地域と連携し幼児教育の充実に努め、
こども園の開設に向け検討すること。

こども園の開設に向け、カリキュラム
の内容や進捗状況など、適時保護者
へ情報提供に努めること。

2 義務教育の充実 公立義務教育
施設の耐震診
断率　　（％）

93.3 93.1 99.78% 7 3 1
(35.0)

3 Ｂ Ｂ Ｂ
新たな目標値の達成に努めること。 積極的に学力向上に努めること。

公立義務教育
施設の耐震化
率　　　（％）

59.0 59.8 101.35%

スクールソー
シャルワーカー
活用率（％）

55.6 50.0 89.92%

まんびんぐサ
ポート実施回数
（回数）

83.0 83.0 100.00%

3 地域連携の充実 学校施設の年
間利用回数（回
数）

7,360 6,519 88.57% 5 2 2
(54.9)

1 Ｃ Ｃ Ｃ
引き続き目標値の達成に努めること。 引き続き目標値の達成に努めること。

学校施設の年
間利用者数
（人）

183,200 118,494 64.68%

フェスタ年間参
加者数　（人） 5,920 5,406 91.31%

4 人権教育の充実 PTAにおける人
権啓発活動を推
進する組織を有
する総学校数
（学校数）

10 10 100.00% 7 1 3
(60.5)

3 Ｂ Ｃ Ｃ

引き続き目標値の達成に努めること。 引き続き目標値の達成に努めること。

発達障害の児
童生徒について
の、個別の教育
支援計画の策
定と活用に取り
組む総学校数
（学校数）

18 18 100.00%

通常学級に在
籍する児童・生
徒についての個
別の支援計画
の策定と活用に
取組む総学校
数（学校数）

12 4 33.33%

担当
課評
価点

3次評価所見No. 施策名
指標名(Ｈ２３) 成果

レベ
ル

市民
満足
度

施策
を取り
巻く状

況

総合評価
2次評価所見
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平成２４年度行政評価　施策評価一覧表
第２章　教育・文化

名称 目標値 実績値 達成度
１
次

２
次

３
次

担当
課評
価点

3次評価所見No. 施策名
指標名(Ｈ２３) 成果

レベ
ル

市民
満足
度

施策
を取り
巻く状

況

総合評価
2次評価所見

5 生涯学習の推進 生涯学習セン
ター、佐野公民
館及び長南公
民館の合計年
間利用者数
（人）

157,500 148,302 94.16% 7 2 3
(58.3)

2 Ｂ Ｂ Ｃ

図書館の運営については、運営体制
の見直しを行うこと。

各施設において、目標値達成のため
工夫に努めること。

図書館における
人口当たりの個
人年間貸出冊
数（冊数）

5.68 4.07 71.65%

生涯学習セン
ター、佐野公民
館及び長南公
民館の主催講
座受講者の満
足度（％）

100 93.5 93.50%

6 生涯スポーツの振興 主なスポーツ施
設の年間利用
者数「健康増進
センター」（人）

147,000 149,531 101.72% 10 4 3
(59.1)

3 Ｂ Ｂ Ｃ
引き続き目標値の達成に努めること。
青尐年体育館については、北部南部
市民交流センターに統合。

利用者満足度の指標については、目
標値を高めに設定すること。

主なスポーツ施
設の年間利用
者数「体育館
（総合体育館・
青尐年体育
館）」（人）

171,000 168,736 98.67%

健康増進セン
ター利用者満足
度（％）

77 70 90.90%

市民総合体育
館利用者満足
度（％）

51 58 113.72%
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平成２４年度行政評価　施策評価一覧表
第２章　教育・文化

名称 目標値 実績値 達成度
１
次

２
次

３
次

担当
課評
価点

3次評価所見No. 施策名
指標名(Ｈ２３) 成果

レベ
ル

市民
満足
度

施策
を取り
巻く状

況

総合評価
2次評価所見

7 青尐年の健全育成 青尐年会館・青
尐年センター年
間利用者数
（人）

84,000 78,899 93.92% 6 2 2
(52.6)

2 Ｂ Ｃ Ｃ

稲倉青尐年野
外活動センター
年間利用者数
（人）

2,630 2,057 78.21%

8 文化財の保存と活用 史跡日根荘遺
跡の総指定箇
所数　（地点数）

15 15 100.00% 9 4 3
(66.8)

2 Ａ Ａ Ａ
施策をより有効に評価できる新たな指
標の追加の検討が必要である。

施策をより有効に評価できる新たな指
標の追加の検討が必要である。

文化財関連の
説明会及び体
験など普及啓発
行事の年間開
催数（現地、長
福寺跡、社会教
育課分室展示
室・本庁１階ロ
ビー）
（回）

6 6 100.00%

9 歴史・文化の保存継承と
情報発信 歴史館いずみさ

のの年間入館
者数（人）

11,500 6,659 57.90% 9 3 3
(60.0)

3 Ｂ Ｂ Ｄ

歴史館については施設の在り方の抜
本的な見直しが必要である。

歴史館活動協
力員（ボランティ
ア）の総登録者
数（人）

41 30 73.17%

歴史館いずみさ
のの普及啓発
事業の参加者
数（人）

789 1,105 140.05%

歴史館いずみさ
のの利用者満
足度（％）

75.5 79.7 105.56%

稲倉青尐年野外活動センターについ
ては、目標値の達成に努力するととも
に、指定管理者制度導入等の検討を
行うこと。

歴史館については施設の在り方を検
討すること。

引き続き目標値の達成に努めること。
青尐年会館については、北部南部市
民交流センターに統合。
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平成２４年度行政評価　施策評価一覧表
第２章　教育・文化

名称 目標値 実績値 達成度
１
次

２
次

３
次

担当
課評
価点

3次評価所見No. 施策名
指標名(Ｈ２３) 成果

レベ
ル

市民
満足
度

施策
を取り
巻く状

況

総合評価
2次評価所見

10 新たな文化創造・文化活
動の推進

泉の森ホール
（文化会館の）
貸館利用率
（％）

66.0 61 92.42% 8 4 2
(50.9)

2 Ｂ Ｂ Ｃ
文化会館の自主事業に対する満足度
の目標設定の見直しと貸館利用率向
上に努めること。

泉の森ホール
（文化会館の）
利用に関する満
足度（％）

81.0 86.5 106.79%

泉の森ホール
（文化会館の）
自主事業に対す
る満足度（％）

62.2 63.9 102.73%

貸館利用率の向上に努めること。
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平成２４年度行政評価　施策評価一覧表
第３章　安心・健康

名称 目標値 実績値 達成度
１
次

２
次

３
次

1 地域で支え合う福祉の促
進

小地域ネット
ワーク活動のグ
ループ年間支援
回数(回）

1,386 1,388 100.14% 8 3 3
(56.9)

2 Ｂ Ｂ Ｂ
小地域ネットワーク活動支援の担い
手の拡充に努めること。

小地域ネット
ワーク活動のボ
ランティア総登
録者数（人）

1,706 1,540 90.26%

2 地域において安心して生
活できるための支援 在宅高齢者数

(人） 21,600 20,961 97.04% 8 3 2
(49.9)

3 Ｂ Ｂ Ｂ
相談体制の充実や地域で自立した
日常生活を送ることを支援する事業
の推進に努めること。

介護保険を含め
た在宅福祉サー
ビスの年間利用
人数（人）

5,180 4,853 93.68%

在宅高齢者率
(％） 96.86 96.76 99.89%

3 健康で生きがいが感じら
れる生活への支援

老人福祉施設
の年間利用者
数（人）

77,743 71,001 91.32% 6 2 2
(53.1)

2 Ｃ Ｃ Ｃ
引き続き目標値の達成に努めるこ
と。

シルバー人材セ
ンター年間就業
者数（人）

146,000 111,876 76.62%

4 家庭と地域における子育
て支援

ファミリー・サ
ポート・センター
総登録会員数
（人）

310 389 125.48% 8 4 1
(40.6)

3 Ｂ Ｂ Ｂ
ファミリー・サポート・センターの提供
会員の増員を図るなど利用の促進
に努めること。

ファミリー・サポート・センターの提供
会員の増員を図るなど利用の促進
に努めること。

ファミリー・サ
ポート・センター
年間会員活動
回数（回）

1,260 853 67.69%

地域子育て支援
センター年間利
用者数（人）

6,200 7,060 113.87%

家庭児童年間
相談件数（件） 3,022 3,129 96.58%

3次評価所見

相談体制の充実や地域で自立した
日常生活を送ることを支援する事業
の推進に努めること。

引き続き目標値の達成に努めるこ
と。

No. 施策名
指標名(Ｈ２３) 総合評価

市民満
足度 2次評価所見

担当課
評価点

成果レ
ベル

施策を
取り巻
く状況

小地域ネットワーク活動支援の担い
手の拡充に努めること。
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平成２４年度行政評価　施策評価一覧表
第３章　安心・健康

名称 目標値 実績値 達成度
１
次

２
次

３
次

3次評価所見No. 施策名
指標名(Ｈ２３) 総合評価

市民満
足度 2次評価所見

担当課
評価点

成果レ
ベル

施策を
取り巻
く状況

5 保育の充実
公立保育所数
（箇所） 7 7 100.00% 9 4 2

(46.8)
3 Ａ Ａ Ｂ

民間保育園数
（箇所） 13 13 100.00%

留守家庭児童
会（学童保育の
総開設数）
（箇所）

12 12 100.00%

保育所における
地域子育て支援
事業（園庭開
放・あそびの教
室等）利用家庭
数

3,900 4,206 107.84%

保育料徴収率
（％） 97.80 97.25 99.43%

6 ひとり親家庭への支援 母子自立支援
員による年間相
談件数（件）

680 481 70.73% 7 2 2
(50.0)

3 Ｂ Ｂ Ｂ
支援制度の周知及び他機関との連
携により利用促進に努めること。

支援制度の周知及び他機関との連
携により利用促進に努めること。

母子自立支援
給付金の年間
支給者数（高等
技能訓練促進
費）（人）

14 20 142.85%

母子自立支援
給付金の年間
支給者数（教育
訓練給付金）
（人）

8 3 37.50%

7 地域における自立した生
活への支援

障害福祉（訪問
系）サービスの
年間支給決定
者数（人）

220 247 112.27% 8 4 2
(50.8)

2 Ｂ Ｂ Ｂ

相談支援事業
の年間利用者
数（人）

3,300 3,171 96.09%

法改正の動向に注視し、障害者へ
の支援の充実を図ること。

法改正の動向に注視し、障害者へ
の支援の充実を図ること。

こども園の開設に向け検討するこ
と。
債権管理計画に基づき、徴収率の
向上を図ること。

こども園の開設に向け、カリキュラム
の内容や進捗状況など、適時保護
者へ情報提供に努めること。
保育料徴収率は、過年度分も踏ま
えて目標設定を行うこと。
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平成２４年度行政評価　施策評価一覧表
第３章　安心・健康

名称 目標値 実績値 達成度
１
次

２
次

３
次

3次評価所見No. 施策名
指標名(Ｈ２３) 総合評価

市民満
足度 2次評価所見

担当課
評価点

成果レ
ベル

施策を
取り巻
く状況

8 健康づくり支援の充実 健康づくり（運
動、食事等）に
取り組む人の割
合■意欲的に
身体を動かすな
どの運動を心が
けている人

76  8 2 3
(60.5)

3 Ｂ Ｂ Ｂ

引き続き目標値の達成に努めるこ
と。

引き続き目標値の達成に努めるこ
と。

健康づくり（運
動、食事等）に
取り組む人の割
合■自分の食
生活に問題があ
ると思う人のう
ち、食生活の改
善意欲のある人

74

健康教室等へ
の年間参加者
数

1,630 1,238 75.95%

運動に関する健
康教室への年
間参加者数
（人）

460 439 95.43%

栄養に関する健
康教室への年
間参加者数
（人）

95 93 97.89%

9 疾病の予防・早期発見の
推進 健康診査の受

診率（％） 55 31.3 56.90% 7 1 3
(61.4)

3 Ｂ Ｃ Ｄ
目標値の達成に努めるとともに、健
康マイレージに関する指標を検討す
ること。

各種がん検診
の受診率（胃・
大腸・乳・子宮・
肺がん検診の
受診率の平均）
（％）

20.7 12.3 59.42%

個別勧奨等の実施により健康診査
及びがん検診等の受診率の向上に
努めること。
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平成２４年度行政評価　施策評価一覧表
第３章　安心・健康

名称 目標値 実績値 達成度
１
次

２
次

３
次

3次評価所見No. 施策名
指標名(Ｈ２３) 総合評価

市民満
足度 2次評価所見

担当課
評価点

成果レ
ベル

施策を
取り巻
く状況

10 母子保健事業の推進・充
実

母子健康診査
の受診率（４か
月児・乳児後
期・１歳６か月
児・３歳６か月児
健診の平均）
（％）

98.0 95.7 97.65% 9 3 3
(62.1)

3 Ａ Ａ Ｂ

引き続き母子健康診査の受診率の
向上と疾病の予防を図ること。

更なる取り組みにより受診率の向上
に努めること。

予防接種等の
接種率〔結核
（BCG）、ポリ
オ、ジフテリア・
百日咳・破傷風
（DPT）、ジフテリ
ア・破傷風
（DT）、麻疹・風
疹（MR）の接種
率の平均〕（％）

98.0 91.9 93.77%

11 医療体制の充実
病床利用率
（％） 92.0 78 84.78% 7 3 1

(39.5)
3 Ｂ Ｂ Ｃ

紹介率（％） 60.0 51.9 86.50%

患者の満足度
（入院患者） 98.0 98.4 100.40%

患者の満足度
（外来患者） 94.0 95.4 101.48%

休日診療所の
年間診療時間
（ｈ）

643 643 100.00%

12 介護保険の適切な運営 要介護認定率
（高齢者数に占
める要介護認定
者の割合）（％）

22.3 22.7 101.79% 9 4 2
(47.2)

3 Ａ Ａ Ｂ

新たな目標値の達成に努めること。
債権管理計画に基づき介護保険料
の徴収率向上に努めること。

介護保険の適
切な運営に対す
る満足度（％）

45.0 47.6 105.77%

介護保険収納
率（％） 98.5 98.1 99.59%

通所型介護予
防事業参加率
（％）

4.5 4.5 100.00%

病床利用率の落込みが深刻である
ため、その回復に努めること。

要介護認定率の低下を図るため、
介護予防を推進すること。

新たな目標値の達成に努めること。
医療体制の充実のため、Ｈ２６年度
休日診療所の移転拡充を進めるこ
と。
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平成２４年度行政評価　施策評価一覧表
第３章　安心・健康

名称 目標値 実績値 達成度
１
次

２
次

３
次

3次評価所見No. 施策名
指標名(Ｈ２３) 総合評価

市民満
足度 2次評価所見

担当課
評価点

成果レ
ベル

施策を
取り巻
く状況

13 国民健康保険の適切な運
営

地域差指数（医
療費の全国平
均と比べた指
数）

1.080 1.071 100.84% 7 2 2
(52.4)

3 Ｂ Ｂ Ｂ
特定健診受診率については、更なる
向上のため工夫をすること。
また、国民健康保険料収納率の更
なる向上に努めること。

特定健診受診
率（％） 55.0 31.3 56.90%

国民健康保険
料収納率（％） 92 92.32 100.34%

14 国民年金の適切な運営
広報による制度
の年間周知回
数（回）

12 12 100.00% 8 4 1
(40.5)

3 Ｂ Ｂ Ｂ
市民に分かりやすい方法をとるなど
制度の周知に工夫をすること。

市民に分かりやすい方法をとるなど
制度の周知に工夫をすること。

15 生活保護制度の適切な運
営

自立支援・就労
支援における就
労率　（就労開
始者数／就労
支援者数）（％）

50.0 45.2 90.40% 7 3 (2) 2 Ｂ Ｂ Ｃ

新たな目標値の達成に努めること。 目標値の再設定を行い,その達成に
努めること。

高齢者の健康
管理支援プログ
ラム利用率（％）

7.5 7.5 100.00%

個別勧奨を行うなど受診率の向上
に努めること。
債権管理計画に基づき、保険料収
納率の向上に努めること。
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平成２４年度行政評価　施策評価一覧表
第４章　安全・環境

名称 目標値 実績値 達成度
１
次

２
次

３
次

1 防災の推進
自主防災組織
総数(団体数） 15 14 93.33% 8 4 1

(38.0)
3 Ｂ Ｂ Ｂ

防災メール総登
録者数（件） 2,000 3,512 175.60%

草の根防災訓
練実施回数
（回）

20 28 140.00%

2 消防・救急体制の充実 防火教室の実
施率（市内１０４
町会等に対して
の実施率）（％）

50.0 48.1 96.20% 10 4 3
(62.2)

3 Ａ Ａ Ａ

住宅火災警報
器普及率
（％）

55.0 58.2 105.81%

消防・救急体制
の充実「市民満
足度」　　　（％）

50.5 51.3 101.58%

普通救命講習
受講者数(人） 4,567 4,567 100.00%

3 地域の防犯対策等の充実
防犯灯設置数
（本） 7,880 7,887 100.08% 7 3 1

(43.1)
3 Ｂ Ｂ Ｃ

引き続き目標値の達成に努めるこ
と。

昨年度と比較し、街頭犯罪件数が増
加しているため、更なる取り組みが
必要である。

街頭犯罪件数
（件） 1,900 1,951 97.38%

4 交通安全の推進 交通事故による
年間死傷者数
（人）

1,070 857 124.85% 9 4 2
(54.6)

3 Ｂ Ｂ Ｂ
関係機関との連携を図り、目標値の
達成に努めること。

関係機関との連携を図り、目標値の
達成に努めること。

安全運転講習
会年間参加者
数（人）

460 328 71.30%

交通安全教室
年間参加者数
（人）

3,550 5,835 164.36%

No. 施策名
指標名(Ｈ２３) 総合評価

担当課
評価点

成果レ
ベル

市民満
足度

施策を
取り巻
く状況

2次評価所見 3次評価所見

引き続き自主防災組織率の向上、
草の根防災訓練の普及に努めるこ
と。

引き続き自主防災組織率の向上、
草の根防災訓練の普及に努めるこ
と。

新たな目標値の達成に努めること。
広域化により消防・救急体制の充実
を図ること。

新たな目標値の達成に努めること。
広域化により消防・救急体制の充実
を図ること。
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平成２４年度行政評価　施策評価一覧表
第４章　安全・環境

名称 目標値 実績値 達成度
１
次

２
次

３
次

No. 施策名
指標名(Ｈ２３) 総合評価

担当課
評価点

成果レ
ベル

市民満
足度

施策を
取り巻
く状況

2次評価所見 3次評価所見

5 環境衛生の充実
環境衛生の充
実「満足度」
（％）

54.2 51.9 95.75% 8 3 3
(64.6)

2 Ｂ Ｂ Ｂ
斎場施設については、ＰＦＩ事業によ
る適切な運営を図ること。

斎場施設については、ＰＦＩ事業によ
る適切な運営を図ること。

6 環境保全の推進
温室効果ガス総
排出量（ｔ） 10,532.6 10,720.0 98.25% 8 3 2

(51.5)
3 Ｂ Ｂ Ｂ

引き続き目標値の達成に努めるこ
と。
環境美化活動を推進すること。

引き続き目標値の達成に努めるこ
と。
環境美化活動を推進すること。

環境美化清掃
活動報償金交
付対象団体数

58 59 101.72%

7 循環型社会の構築
一般廃棄物（ご
み）の再資源化
量（ｔ）

3,390 3,152 92.97% 8 3 2
(51.4)

3 Ｂ Ｂ Ｂ
引き続き目標値の達成に努めるこ
と。

引き続き目標値の達成に努めるこ
と。

容器包装プラス
チックの再資源
化量（ｔ）

617 621 100.64%

カン・ビン・ペット
ボトル本体の再
資源化量（ｔ）

1,200 1,212 101.00%

8 安全で適切な廃棄物処理
の推進 ごみの排出量（ｔ

/1日） 150 127 118.11% 10 4 3
(57.8)

3 Ｂ Ｂ Ｂ

目標設定の見直し。 目標設定の見直し。

市民１人あたり
のごみ排出量
（g/人/日）

1,417 1,239.0 114.36%
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平成２４年度行政評価　施策評価一覧表
第４章　安全・環境

名称 目標値 実績値 達成度
１
次

２
次

３
次

No. 施策名
指標名(Ｈ２３) 総合評価

担当課
評価点

成果レ
ベル

市民満
足度

施策を
取り巻
く状況

2次評価所見 3次評価所見

9 消費生活の安定・向上

消費生活年間
相談件数（件） 800 801 99.87% 10 4 3

(58.1)
3 Ｂ Ｂ Ｂ

消費者被害の
契約年間解約
（除）額（円）

28,284,000 19,605,000 144.27%

消費者被害の
契約年間解約
（除）件数（件）

110 112 98.21%

相談方法等の工夫をするなど、消費
者啓発の推進に努めること。

相談方法等の工夫をするなど、消費
者啓発の推進に努めること。
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平成２４年度行政評価　施策評価一覧表
第５章　活力・賑わい

名称 目標値 実績値 達成度
１
次

２
次

３
次

1 農業振興
農地利用権設
定面積(ha) 14.5 15.7 108.27% 7 3 3

(57.0)
1 Ｂ Ｂ Ｂ

引き続き目標値の達成に努めるこ
と。

引き続き目標値の達成に努めるこ
と。

エコ農産物栽培
面積（ha） 51.0 38.9 76.27%

認定農業者総
数（人） 131 118 90.07%

2 森林保全
保安林指定面
積（ｈａ） 642 638.1 99.39% 8 4 2

(52.7)
2 Ｂ Ｂ Ｂ

引き続き目標値の達成に努めるこ
と。

引き続き目標値の達成に努めるこ
と。

間伐促進面積
（ha) 30 31.8 106.00%

3 漁業振興

漁獲量（ｔ：トン） 1,708 1,408 82.43% 8 3 3
(61.5)

2 Ｂ Ｂ Ｂ

引き続き目標値の達成に努めるこ
と。

引き続き目標値の達成に努めるこ
と。

漁業就業者数
（人） 232 232 100.00%

4 商工業振興 利子補給の実
施【中小企業振
興資金利子補
給制度の利用
率（利子補給者
数／利子補給
登録者数）】
（％）

90.0 86.2 95.77% 7 3 1
(38.2)

3 Ｂ Ｂ Ｃ

積極的な企業誘致の取り組みによ
り、企業誘致に関する指標の達成に
努めること。

企業誘致条例に
よる奨励金交付
件数（件）

35.0 31.0 88.57%

地場産業支援セ
ンター利用者満
足度（％）

70.0 65.2 93.14%

No. 施策名
指標名(Ｈ２３)

地域活性化総合特区の指定及び企
業誘致制度の拡充により地域の商
工業振興を図ること。

3次評価所見
担当課
評価点

成果レ
ベル

施策を
取り巻
く状況

市民満
足度

総合評価
2次評価所見
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平成２４年度行政評価　施策評価一覧表
第５章　活力・賑わい

名称 目標値 実績値 達成度
１
次

２
次

３
次

No. 施策名
指標名(Ｈ２３)

3次評価所見
担当課
評価点

成果レ
ベル

施策を
取り巻
く状況

市民満
足度

総合評価
2次評価所見

5 活力づくり
市内の年間宿
泊者数(人） 780,000 9 4 2

(46.5)
3 Ｂ Ｂ Ｂ

魅力づくりの施策との統合について
検討すること。

イベント集客数
（人） 131,000 138,471 105.70%

6 魅力づくり
情報発信のメ
ニューの多様化 8 9 112.50% 7 4 1

(35.2)
2 Ｂ Ｂ Ｃ

観光情報センターの利用者増に工
夫をすること。

観光情報セン
ター年間利用者
数

2,807 2,520 89.77%

7 就労支援の推進
就職困難者等
の就労相談年
間新規件数

140 116 82.85% 5 1 1
(32.9)

3 Ｃ Ｃ Ｃ
引き続き目標値の達成に努めるこ
と。

社会情勢は厳しいが、目標値の達
成に更なる工夫をすること。

就労者数（人） 30 21 70.00%

8 労働環境と勤労者福祉の
充実

勤労者福祉共
済サービスセン
ター総会員数
(人）

730 713 97.67% 7 3 1
(42.8)

3 Ｂ Ｂ Ｂ
労働相談の効率的な運用を図るこ
と。

労働相談の利
用率【弁護士相
談活用率】（％）

68.0 54.2 79.70%

中退共補助助
成率（％） 70 75.4 107.71%

地域活性化総合特区の指定により、
訪日外国人誘客の促進を図るなど、
観光を柱とした活性化に努めるこ
と。

労働相談の効率的な運用を図るこ
と。

活力づくりの施策との統合を検討す
ること。
観光情報センターの利用者増に努
めること。
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平成２４年度行政評価　施策評価一覧表
第６章　快適・憩い

名称 目標値 実績値 達成度
１
次

２
次

３
次

1 公共交通の充実
コミュニティバス
年間利用者数
（人）

67,600 64,648 95.63% 6 3 1
(41.8)

2 Ｂ Ｃ Ｃ

引き続き目標値の達成に努めるこ
と。

引き続き目標値の達成に努めるこ
と。

2 道路環境の充実

道路改良箇所
数 10 14 140.00% 7 4 1

(30.4)
2 Ｂ Ｂ Ｂ

施策をより有効に評価できる新たな
指標の追加の検討が必要である。

施策をより有効に評価できる新たな
指標の追加の検討が必要である。

3 交通体系・道路網の整備
都市計画道路
新規着手路線
数

1 0 0.00% 5 1 １
(44.6)

3 Ｃ Ｃ Ｃ

駅前広場の整
備数 4 4 100.00%

4 いこいとやすらぎの空間
形成

住民一人当たり
の公園面積
（㎡）

6.8 6.9 101.47% 9 4 2
(47.6)

3 Ａ Ａ Ｂ

施策をより有効に評価できる新たな
指標の追加の検討が必要である。

施策をより有効に評価できる新たな
指標の追加の検討が必要である。

5 安全で安定した水の供給

管路耐震化率
（％） 17.40 17.07 98.10% 7 3 3

(77.8)
1 Ｂ Ｂ Ｃ

引き続き目標値の達成に努めるこ
と。

有収率の向上のため、更なる工夫に
努めること。

有収率（％） 90.28 88.90 98.47%

3次評価所見No. 施策名
指標名(Ｈ２３)

事業実施については、国の補助金
等の動向ならびに健全化実施プラン
を鑑み検討すること。

総合評価
担当課
評価点

成果レ
ベル

市民満
足度

施策を
取り巻
く状況

事業実施については、国の補助金
等の動向ならびに健全化実施プラン
を鑑み検討すること。

2次評価所見
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平成２４年度行政評価　施策評価一覧表
第６章　快適・憩い

名称 目標値 実績値 達成度
１
次

２
次

３
次

3次評価所見No. 施策名
指標名(Ｈ２３) 総合評価

担当課
評価点

成果レ
ベル

市民満
足度

施策を
取り巻
く状況

2次評価所見

6 下水道整備の推進

人口普及率
（汚水）　（％） 33.0 33.1 100.30% 6 4 1

(18.9)
1 Ｃ Ｃ Ｃ

効果的に人口普及率向上に努める
こと。

雨水整備率
（％） 37.8 37.8 100.00%

7 市営住宅の整備 エレベーター設
置によるバリア
フリーアクセス
住戸の割合
（％）

48.7 43.4 89.11% 7 3 2
(52.7)

2 Ａ Ｂ Ｂ

浴室設置住宅
の割合（％） 75.8 70.3 92.74%

市営住宅の耐
震化率（％） 60.1 54.7 91.01%

市営住宅使用
料の徴収率
（％）

91.0 96.1 105.60%

8 安全で快適な住宅地の整
備 良好な居住環境

へ誘導した地区
計画数（累計）

5 5 100.00% 8 4 1
(40.0)

3 Ｂ Ｂ Ｂ

既存木造建築
物の耐震診断
補助件数（件）

5 5 100.00%

9 地域にあった都市機能等
の形成 地区計画等の

活用による駅周
辺の土地利用
の誘導件数（地
区数）

　　　　1
(平成25

年度まで
に)

1 100.00% 7 4 1
(42.3)

2 Ｂ Ｂ Ｂ

事業実施については国の補助金等
の動向ならびに健全化実施プランを
鑑み検討すること。

事業実施については国の補助金等
の動向ならびに健全化実施プランを
鑑み検討すること。

債権管理計画に基づき、引き続き徴
収率の向上に努めること。

施策をより有効に評価できる新たな
指標の追加の検討が必要である。

事業実施については国の補助金等
の動向ならびに下水道の経営健全
化計画を鑑み検討すること。

債権管理計画に基づき、引き続き徴
収率の向上に努めること。

施策をより有効に評価できる新たな
指標の追加の検討が必要である。
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平成２４年度行政評価　施策評価一覧表
第６章　快適・憩い

名称 目標値 実績値 達成度
１
次

２
次

３
次

3次評価所見No. 施策名
指標名(Ｈ２３) 総合評価

担当課
評価点

成果レ
ベル

市民満
足度

施策を
取り巻
く状況

2次評価所見

安全で快適なまちづくりの
推進

バリアフリー基
本構想の策定
地区数（地区
数）

1 1 100.00% 8 4 1
(41.0)

3 Ｂ Ｂ Ｂ

施策をより有効に評価できる新たな
指標の検討が必要である。

貴重な財源の有効活用によりバリア
フリー化を推進すること。

10 文化的景観の保護推進 歴史的・文化的
景観の保護活
用にかかる計画
（地区数）

1
（平成25

年度1件）
1 100.00% 9 4 2

(53.8)
3 Ａ Ａ Ａ

文化的景観にか
かる講座等の回
数　（回）

9 9 100.00%

11 良好な景観の形成 市民満足度（良
好な景観の形成
について）（％）

52.0 48.8 93.84% 8 3 2
(52.0)

3 Ｂ Ｂ Ｂ
施策をより有効に評価できる新たな
指標の追加の検討が必要である。

施策をより有効に評価できる新たな
指標の追加の検討が必要である。

新たな目標値の達成に努めること。新たな目標値の達成に努めること。
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